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社会福祉法人グロー（GLOW)
～生きることが光になる～

理事会

法人本部

評議員会

経営管理部

企画事業部

特別養護老人ホーム １か所

養護老人ホーム ２か所

認知症対応型デイサービス ２か所

救護施設 １か所

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所 ７か所

障害者支援施設 １か所

福祉型障害児入所施設 １か所

グループホーム ７か所

相談支援事業（一般、専門） ９か所

放課後等デイサービス １か所

その他公益事業 2018年4月現在



ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ
滋賀県近江八幡市にある美術館。昭和初期に建てられた民家を改装して２００４年に開館

障害の有無を超えて、人が持つ「表現をすることの
普遍的な力」を感じていただく場を標榜。「ボーダ
レス・アート」という展示コンセプトと、アール・
ブリュットの魅力発信を主軸としているのが特徴。
⇒多様な価値観を共有できる共生社会の実現に
寄与する。NO-MA正面玄関

１階展示室 ２階展示室



開館からこれまでに、

43本の自主企画展を
実施。

企画展の開催



調査人数

全国・アジア地域作品調査研究
(2006年度～2018年3月末）

国内

アジア

４１都道府県 ３１６人

6カ国 ５２人
（韓国、台湾、マレーシア、タイ、インドネシア、中国）

合計 ３６８人



海外での展覧会



滋賀における福祉の歴史とＮＯ-ＭＡ

滋賀県では、障害のある人の施設での造形活動が、戦後まもなく
から、脈々と取り組まれてきました。
このことから、障害のある人の作品を常設展示できる場が長年求
められてきました。

2003年、福祉、美術、学識者、行政等からなる検討委員会が
設けられ、どのような場にしていくか議論され、形作られました。
この議論の中から「ボーダレス・アート」の造語、ＮＯ-ＭＡという
ネーミングが生まれました。

戦後まもなく近江学園で始まった造形活動

新装になった窯業室の機械ロクロで
茶器を試作する糸賀氏（1960・7）

2006年 アール・ブリュット コレクション

（スイス・ローザンヌ）

2010年パリ市立アル・サン・ピエール美術館

（フランス・パリ）

ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ開館

ＮＯ-ＭＡとアール・ブリュットとの出会い

1946年
～

2004年

2006年 2010年

アール・ブリュット コレクション パリ市立アル・サン・ピエール美術館





戸來 貴規



「にっき」（部分）≪にっき≫（部分）





草彅陵太 ≪無題≫2016年



初日



２日目…



３日目…



４日目…



５日目…



６日目 完成！









毎日、自宅で当たり前に行われている

ことであるため、「作品」とは

捉えていなかった御家族。

しかし作品調査として

第三者の目が入り、

改めてその「行為」を見ることで…

作品制作、出展にまつわるエピソード①



展覧会で作品を観たこときっかけに、

障害のある人の特性を知った

スーパーマーケットの店員。

とある方のレジでの行為を見て…

作品制作、出展にまつわるエピソード②



繰り返しホームセンターに行っては、

トイレや水回り関係のカタログを

念入りに見るという「困った行為」を

繰り返していた自閉症の男性の

作品が展覧会に出展され…

作品制作、出展にまつわるエピソード③



みんなでつくる美術館を目指して
キュレーションサポーター、ボランティアスタッフ、記者クラブ

※今回御紹介するのはNO－MAで開催した展覧会
「以‘身’伝心 からだからはじめてみる」

（2018年9月22日～11月25日）の取り組みです

出展する、鑑賞する他にも、
芸術への参加の仕方があります！



キュレーションサポーター

ＮＯ-ＭＡと共同して展覧会の企画制作に携わる他、展覧会を構想する上での理論を知

る講習やワークショップ、作品が生まれる場所や地域資源のリサーチなど、実践的なプ
ログラムを通じてキュレーションに必要なスキルについて学ぶ。

展示作業体験（右写真）

学芸員からのレクチャーを受けたあと、実際の
展示作業を体験する様子。

[他の内容]
・基礎講義＆グループワーク
・作品が生まれる場所や地域資源のリサーチ
・作品制作現場映像の鑑賞＆ディスカッション
・企画展コンセプトワーク



ボーダレス･エリア記者クラブ

Instagramアカウントはこちら
https://www.instagram.com/borderless_area_kisya_club/

第１回編集会議（右写真）

京都新聞社経営企画局読者センター長を

講師にレクチャーを受ける。１１名の記者がそ
れぞれ取材活動を実施した。

[他の活動]
・個別の取材活動
・かわら版の発行
・第２回編集会議
・ニューズレター（約３万部）発行

展覧会についての記事を書いてみたい方や、地元のユニークな魅力を自分の言葉で
発信したい方を募集し、記者クラブを結成。編集会議と取材会を行い、地元の新聞記者や
編集者と協力して書いた記事をニューズレターにして全国に発信する。



ボランティアスタッフ
会場で受付、監視、来場者の対応などをするボランティアスタッフを募集。

５２名のボランティアスタッフが活動した。

ボランティアスタッフ 計52名

15歳～81歳の方々が活動

[内訳]
県内47名（近江八幡市内27名）
県外5名

初参加 12名
2回目以上 40名

事前研修会の様子



障害者の優れた舞台芸術をフランスから世界に発信

会場：
フランス国立現代芸術センター
リュー・ユニック

ナント公演 2019 2/23,24

出演:瑞宝太鼓

会場：パリ日本文化会館

パリ公演 2019 2/27,28

出演:ｼﾞｪﾈｼｽ･ｵﾌﾞ･ｴﾝﾀｰﾃｨﾝﾒﾝﾄ
湖南ダンスカンパニー
瑞宝太鼓



車いすダンス ジェネシス・オブ・エンターティンメント



湖南ダンスカンパニー



瑞宝太鼓



熱狂するパリ公演の来場者



駐フランス日本国大使館 木寺昌人特命全権大使や
ミュリエル・ぺニコー フランス労働大臣ら仏政府関係者から
最上級の称賛の言葉をいただきました。

ミュリエル・ぺニコー フランス労働大臣駐フランス日本国大使館 木寺昌人特命全権大使



公演に先立ち在フランス日本国大使館を表敬訪問しました。
2019/2/25



公演終了後の出演者と関係者との記念撮影


